ヨハネによる福音書第11章
7月17日　荒浜担当

●1-16節：ラザロ、病気の知らせ
・この場面の要約：

ベタニヤから、ラザロが病気でイエスに救ってほしいという使者がやってきた。
2日後に「死んだ」ラザロの元に向かった。

・4節、｢神の栄光のため｣とは？

神の栄光＝復活・十字架。神の力を示すとともにイエスの十字架も暗示？
・「姉妹とラザロとを愛しておられた(5節)」のに、6節で病気の知らせを聞いてすぐ向かわなかったはなぜ？

人々を進行させる・もう死んでいたのを知っていた
・9・10節、イエスの応えの意味は？

よくワッからない
・16節、弟子でデドモの理解・決意はどこからきたのか？

よくわっからない　10.31、39あたりにエルサレムのユダヤ人が殺す気満々的記述？
●17－44節：復活の奇跡

・この場面の要約：
ラザロはすでに墓の中、周りのものたちが多いに悲しんでいる。イエスは心を動かされ、ラザロを墓から蘇生させる。
　

・25節、「よみがえりです、いのちです」とはイエスがどのような存在であることを言っているのか
命を与えられる存在。人の勝ちえない「死」に勝利できる。
・33節、「霊の憤り、心の動揺」を感じたり、35節「涙を流された」時のイエスの気持ちは？
人をこうも悲しませる「死」を支配するサタンに憤りを感じてる？

涙：ルカ19.41十字架に向かうシーンとここだけらしい。
・39節、墓石をイエス自身でどけず回りのもににどかせたのはなぜか。

そもそも墓石をどかすのはどういう行為？→タブー、普通やりたくない⇒どんな時でも従えよ的な。
●45-57節：パリサイ人の会議

・この場面の要約：

パリサイ人が、イスラエルを守るためイエスを抹殺する事を閣議決定。
・48節「ローマ人がやってきて、われわれの土地も国民も奪い取る」について、当時の支配体制に言及しつつ説明せよ（復習）

ローマに自治権を与えられている⇒動乱が起きたら自治権はく奪・ローマ軍の介入ワンチャンある
・51，52節、大司教が「自分から言ったのではなく～預言した」とはどういう意味？

大司教自身としては、自分たちの権益を守る政治的な意味のみにおいて発言したつもり。
しかしそれすら神の意志に従って言わされている。
・結局、ラザロのよみがえりはイエスにとってどのような結果につながったのか。

決定的なインパクト⇒信じる派vs殺す派の対立を決定的にした。この対立がシナリオには不可欠だった？
